近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
2クール日報（１月28日～2月３日）
	報告日
天気
	1月31日（水）
晴　気温 　最高11度（最低１度）
	報告者
	大阪市社協：木下、堺市社協：増岡
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:40　  出発
8:00　  志賀町VC到着
    朝礼、ミーティング
8:40 　 県Vバス到着　V受付
　　　  V活動、現地調査
13:00　 V活動やニーズ集約、現地調査等
　　　　支援P李氏と石川県社協職員と志賀町社協職員とミーティング
15:00 　V活動終了	
17:00   ミーティング
18:30　 翌日準備と事務作業
 19:30～ 移動（宿泊地まで）

	報告事項

	■決定事項等
・ニーズ数284件。全部で現調99件、本日の現調21件。
・本日の活動件数は7件（完了6、継続1）。
・ニーズ受付は18件であり、月曜日、火曜日に比べて半減。
・受け付けは順調で、地元ボランティア8名で対応。
・県Vバス15名。個人V3名。
・ロープを積み忘れて軽トラが出発し、依頼者のロープを借りたが誤って処分した。今後は軽トラにロープは必須とする。
・富来の休憩所が今日からスタート。昼食時8人ぐらいでいっぱいになる。
・トイレや休憩の問題もあり、送迎を職員が担当せず、県Vの中から運転手を決めて現地に行くこととする。
・寺社仏閣案件の対応について、生活に関することは対応するが、寺社仏閣だけであれば対応できないことを伝えることとする。
・RATへ依頼する案件の現地調査では、外観を含めて写真を撮っておく。対応には時間がかかる、1か月、2か月はかかるというようなことを伝える。ひのきしん隊も含めて、技術系と一般Vでできることを整理や共有を進める。
・石川県社協に、車付きで現地調査のための職員の増員を要請した。
・今日から長野県社協が特例貸し付け担当。
・李氏と県社協、志賀町社協の運営ミーティングは、次回2月8日13時30分～。その際は、近ブロ社協職員も参加し、主に広報のことについて協議する。
・上記ミーティングで、軽トラ持ち込みVを町がチラシで周知する。
・ニーズ受付の仕組みを構築するため、ニーズ班マニュアルを作成しスタッフで共有。主に新規相談のkintone入力をマニュアル化した。

	今後の主な予定
	・明日は県Ｖバス15名の予定。活動は調整済み。
・個人Ｖの調整も予定するが少数の見込み。
・LOVEイースト（NPO）が、２tと軽トラに乗って5人でボランティア活動を行う。
・2月1日～16日まで8：30～16：30　富来七海の通行止め。グーグルマップは注意して地図と確認する。

	調整課題・所感等
	・センターの運営は日ごと経験値を高めて対応している。朝と終了後のミーティングでも活発に意見を出して前向きに検討している。
・ニーズがたまっていく中で、どのように現地調査や活動マッチングを進めるか、ミーティングで様々な意見をRATも含めて出し合って検討している。

	その他
	・個人Vが行った対応先でトラブルがあった。今後の対応について協議した。
・課題が多く終了時ミーティングが長時間になりがち。




